
③現況写真： 長野県佐久市内山１０９６－１



④現況写真： 長野県佐久市内山１０９６－１



⑤現況写真： 長野県佐久市内山１０９６－１



施工方法： 長野県佐久市内山１０９６－１

１ 墨出し、位置出し

２ スパイラル杭 杭打ち

３ 雨水防災対策 素掘り側溝施工 幅0.9m×高さ0.4m ×長さ78m

４ 雨水防災対策 防災小堤施工 幅0.9m×高さ0.4m ×長さ78m

５ アルミ製 架台組み

６ 太陽光パネル 架台へ設置

７ 電気配線工事

８ パワーコンディショナ、集電箱設置、中電引き込み1号柱ポール設置

９ 敷地外周へ高さ1.5mフェンス設置
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佐久市内山１０９６－１ 縦断図
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注意：製品を使用および設置する前に必ず安全および設置に関する取扱説明書をお読みください。

© 2024 Jinkosolar 版権所有。

本データシートに記載された仕様は予告なく変更されることがあります。











Ⅰ　流出量の計算
下記での流出雨量計算により、素掘り側溝を78M設置する

1 雨水流量
Ｑ＝１／３６０×Ｃ×Ｉ×Ａ

Ｑ ： 計画最大雨水量（ｍ3／hr）
Ｃ ： 流出係数 長野県内の降雨強度式【平成28年4月1日適用】
 Ｉ ： 降雨強度 45.3  （ｍｍ／hr）北佐久領域10年確率降雨
Ａ ： 集水面積（㎡） 1128 （㎡）
流出係数は工種別基礎流出係数標準値を使用する。

工　種　別 流出係数 工　種　別 流出係数
水　面 1.00 勾配の急な山地 0.50
屋　根 0.90 勾配のゆるい山地 0.30
道　路 0.85 間地（空地）<砂利敷> 0.30

その他の不透水面 0.80 間地（空地）<土> 0.20
浸透舗装 0.70 芝・樹木の多い公園 0.15

公図面積 1,128 （㎡）
敷地(間地)面積 741 （㎡）
パネル(屋根)面積 387 （㎡）
今回開発予定面積（集水面積） 合計 1128 （㎡）

2 計画最大雨水量Qの算出
工    種 C：流出係数 Ａ：集水面積（㎡） C×A Ｑ：（ｍ3／hr）
水　面 1.00

屋　根(太陽光パネル) 0.90 387 349 43.883
道　路 0.85

その他の不透水面 0.80
浸透舗装 0.70

勾配の急な山地 0.50
勾配のゆるい山地 0.30

間地（空地）<砂利敷> 0.30
間地（空地）<土> 0.20 741 148 18.636

芝・樹木の多い公園 0.15
計 1128 497 62.52

3 施設の設置
名　称 寸法 基準処理量 数　量 単　位 浸透処理量

Qd（ｍ3/hr） ΣQd（ｍ3/hr）
素掘り側溝 W500×H500 0.807 78 ｍ 62.95

計 ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ 62.95

4 判定
流出量Q 処理量ΣQd 判定
 （ｍ3/hr）  （ｍ3/hr）

62.52 62.94 満足する



1）対策雨水量の算定

敷地(間地)面積 A 741 ㎡

パネル(屋根)面積 A 387 ㎡

降雨強度(北佐久10年確率) I 45.3 mm/h

雨水流出係数 C 屋根0.9　間地0.2

 2）設計条件

素掘り側溝幅 W 0.65 m

素掘り側溝設計水頭 H 0.4 m

飽和透水係数（微細砂） Ko 0.358 m/h

 3）基準浸透量の算定

比浸透量［Kf値（m3）］算定式

浸透量  Kf＝aH＋b

係数 a=3.093　b＝1.34W＋0.677

kf＝1.2372＋1.548＝2.7852

基準浸透量 Qf＝Ko×Kf

0.358×2.7852＝0.9971

4）単位設計浸透量算定

各種影響係数 α 0.81

素掘り側溝の単位設計浸透量 Q α×Qf ＝ 0.8075 ㎥/ｈ



素掘り側溝幅(上辺) W 0.9 m

素掘り側溝幅(下辺) W 0.4 m

素掘り側溝設計水頭 H 0.4 m

素掘り側溝長さ ｍ 78 m

土量 20.28 ㎥

上面の辺 a 78 m

上面の辺 b 0.4 m

底面の辺 A 78 m

底面の辺 B 1 m

高さ h 0.35 m

土量 20.28 ㎥

※素掘りで土が余った場合は防災小堤を延長し、土が足りない場合は

　側溝を必要量距離を延長する。土は全て敷地内での処理とする。

土量計算
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経過時間 注水量 浸透量 累加浸透量

（分） （Ｌ） （Ｌ/分） （Ｌ）

0 0.00 0.00 0.00

1 5.90 5.90 5.90

2 5.90 5.90 11.80

5 17.90 5.97 29.70

10 28.40 5.68 58.10

20 43.70 4.37 101.80

30 38.30 3.83 140.10

40 35.10 3.51 175.20

50 32.50 3.25 207.70

60 30.80 3.08 238.50

70 29.30 2.93 267.80

80 27.40 2.74 295.20

90 27.00 2.70 322.20

100 25.50 2.55 347.70

110 24.40 2.44 372.10

120 23.30 2.33 395.40

（Ｌ/min）

Qt　＝ ＝ 0.1398 （ｍ3/hr） 柱状図

ｋ0　＝ Ｑt / Ｋt
　＝ 0.1398 / 0.39 ｋ0 ： 飽和透水係数(m/hr) 0.3 m

　＝ 0.358 （ｍ/hr） Qt ： 浸透試験での終期浸透量（ｍ3/hr）

　 　＝ 9.96E-05 Kt ： 浸透施設の比浸透量（ｍ2）

［ 9.96E-03 （図2-2より求める） 0.6 m

測 点 名 No.1 試 験 者 髙田

浸 透 面 の 深 さ GL-0.60 ｍ

清水（川水） 施 設 の 寸 法 φ300mm，H=0.6ｍ

令和 6年 12月 6日 測 定 開 始 時 間 10:30

天 候 晴 地下水又は湧水状況 無し

現　地　浸　透　試　験

調 査 名 内山1096-1太陽光発電所設置工事

調 査 場 所 長野県佐久市内山字千ヶ渕1096-1

（ 図 2-2 よ り ）

設 置 形 状 土研法（円筒型底面浸透）

玉石混り砂礫浸 透 面 円形φ300mm 浸 透 面 の 土 質

0.30 ｍ
比 浸 透 量

湛 水 深 0.39 ㎡

時刻
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No.1

No.1 No.2

No.3 No.4

No.5 No.6

掘削土状況 孔内状況

余　白 余　白

止水完了 砕石敷均し

余　白 余　白

着手前 掘削完了

余　白 余　白



No.1

No.7 No.8

No.9 No.10

Ｎｏ.11

測定状況（遠景） 試験後孔内状況

埋戻し

測定状況（近景） 湛水深＝0.30m

測定位置



■必要調節容量(最大値)の試算

4.846 V＝（ri-Fc-rc/2)×60×A×ti×f×1/360

92.368 ri 降雨強度（mm/h）

55.803 Fc 設計浸透強度(mm/h)

0 rc 許容放流量に相当する降雨強度（mm/h）※今回は放流を行わないので、“０”

0.1128 A 集水面積（ha）

16 ti 継続時間（min）

0.441 f 敷地全体の流水係数（種別ごとに算出した流出係数を全体面積で除算）

■Fc（設計浸透強度）

55.803 Fc=R/（A×10）

62.946 R=設計浸透量（㎥/h) ※雨水計算書の”３ 施設の設置”内の浸透処理量

0.1128 A＝集水面積（ha）

■浸透施設の空隙貯留量

20.28 S＝v×L

0.26 v 単位空隙貯留量（㎥/h/m)→側溝内で貯留できる水量（１ｍあたり）

78 L 浸透施設の長さ

0.26 v（単位空隙貯留量）

v=（H×W×1（浸透施設の単位長さあたりの体積））-有孔管の単位長さ当たりの体積）×空隙率（％）

※空隙率は、砕石等の充填物は使用しないため、100％

■計算結果

継続時間 16 分の必要調節容量が最大値となり、Sの貯留量内で収まりました。

4.846 Vの最大数値 16 継続時間(m)
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